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非正統的知識 と正統的知識1

大 出

表題 において用いられている 「非正統的知識」 という語 は耳慣 れぬ表現 と思

われようが,筆 者の意図は,ギ リシア,と くに,紀 元前4世 紀のギリシアにお

いて 「正統的知識」の概念が成立 し,そ れが近代にいたるまで受けつがれて き

ているとい う立場か ら,知 識観の歴史を検討することにある。正統的知識 とは,

簡単 に言 って,ユ ークリッド幾何学 に代表されるような演繹体系 を骨格 とする

知識観であるが,そ れは歴史的に見て,あ る時期のある地域に成立 したひとつ

の知識観であ り,人 類 は基本的により多様 な知識の形態を所有 し,そ れを享受

して きた。 この正統的知識観については,本 論文の続編で論ず ることにするが,

この知識観の範囲にお さまらない知識形態 を総括 したのが 「非正統的知識」の

名称である。本論文では,上 記の意味での 「正統的知識観」の成立以後に属す

るもののその影響 をまだ受けていない と思われるアレキサ ンダー東征以後のセ

レウコス期 まで をふ くむメソポタ ミアにおける知識の系譜について考察する。

それ とほぼ同時代のエジプ トおよび正統的知識観成立前のギ リシァ,さ らに,

正統的知識観成立時代のギ リシアとそれ以後キ リス ト教がローマ国教 として承

認 される紀元後4世 紀末 ごろまでの知識のあ り方については,そ れぞれ,続 編

で論ず る。それ以後の経過 については稿 をあ らためて論ず ることに したい。

まず はじめに,以 下の叙述 をたすけるために古代 メソポタミア,エ ジプ ト,

ギ リシアお よびその周辺の きわめて概略的な年譜をあげてお くことに したい。
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地域

イラン

メソポ タミア

エ ジプ ト

小 アジア

ギ リシア

文字

文字

一3500-3000

文化 ・民族 ・王朝

エ ラム メデ ィア ペ ヘ

シュメール ル レ

ア ッカ ド シ ニ

ウル皿 ハ ンムラピ カ ッシー ト アッシ リア ア ズ

古王朝 中王朝 ヒクソス 新王朝 帝 ム

ヒッタイ ト 国 時

クレタ 線文字B表 音文字 代

一2500-2000--1500-1000-5000

1旧 石器時代か ら中石器時代へ

人類の出現の過程 は1856年 のネアンデルタール人の発見以来,人 類学 ・古生

物学 ・地質学および解剖学の共同作業によって しだいに明らかにされつつある

とはいえ,も ちろん,そ のわずかな部分が解明されたにす ぎない。い ま,以 下

必要 とされる範囲で,つ ぎのように概観 してお くことに しよう。

前440万 年の もの とされるもっとも古い先行人類 アウス トラロピテクスの化

石がアフリカ東部で発見 されている。彼 らは2足 歩行 をしていたが,そ の脳の

大 きさは500-600ccほ どでチ ンパ ンジーとほとんど変わ らない。彼 らの知的活

動 の証 しとしてあげられるのは道具の使用である。彼 らは自然 な石の一端 を欠

いただけの礫石器 と,動 物の骨や歯 などに手 を加えた骨歯角道具 を用いていた

が,こ れが彼 らを動物から人間への過渡的生物に分類 させ る理 由である。彼 ら

は,さ らに,前200万 年 ごろにはhomohabilisへ と進化 して,道 具の使用 はよ

り顕著 となった。

第4紀 において人間的知性 はしだいに発展 をとげた。洪積世初期(前50万 年

前後)の ジ ャヴァ原人や北京原人によって代表 されるhomoerectusは900ccの

大 きさの脳 をもち,礫 石器 よ り進歩 した両面石器 を使用 していたが,こ の石器

も打ち欠いた破片を捨てた後の石の本体 を用いていた点では礫石器 と同様であ

った。 しか し,彼 らは火を使用す ることによって最初の人類文明を表現 してい

る。火の使用によって原人の居住域 は熱帯 もしくは亜熱帯か らより気候条件 の

きび しい地域にひろがったのである。第4紀 中期第3間 氷期(前8万 年前後)
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のhomosapiensに 属す る旧人 ネアンデルタール人は新 しい技法で製作 された

石器 を使用 している。その技法 とは,石 の周囲を打 ち欠いて形 を整 えた後,そ

れか ら刃先の鋭い小 さな破片 をつ くり出 し,こ の小片 を矢尻などに使用 して,

本体の石は捨て去 るというものであって,ル ヴァロア技法 とよばれている。原

石の中か らその部分 を取 り出すにはそれ相当の知的な作業 を必要 とするだけに

彼 らの脳の大 きさは1300ccで,現 代人の平均1450ccに 近 くなる。そ して,第4

氷河期(前4万 年 ごろ)に はクロマ ニ ョン人や グ リマルデ ィ人 の代表 す る

homosapienssapiensが 登場す る(瀬 戸 口44-52)。 彼 らは 〈近代人〉であっ

て,現 代人 に匹敵す る大 きさの脳 をもつ とともに,前15000年 ごろにはラス

コーに見 られるような壁画が制作 されている。い くつかの地域 に見 られ るこの

種の洞窟内の壁画が当時の人類 にとってどのような意味 をもっていたかは推測

の域 を出ないが,す くな くとも生存の必要性 と密接 な関係 をもっていたとは言

い難い。その点では知的作業の一種 としてまことに注 目に値する特徴 をもつ事

実 と言えよう。

このようにホモ ・サ ピエ ンスとしての人間は,そ の出現の ときからなんらか

の意味での知識の形成 をおこなってきた。 もちろん,初 期の段階においてはそ

れはきわめて素朴な生活上の知恵 ともいうべ きものであ り,諸 動物の本能的な

知恵 と大差 はなかった とも言いうるであろう。 しか しなが ら,現 今の古生物学

的な知見が物語るように,人 間の知識はかな り早い、段階で動物の知恵を凌駕 し,

知識 とよびうる段階にはいったように思われる。人間の知恵は,ま ず,道 具の

使用 においてはっきりした形 をとった。原人に見 られる人間知性の発生は,通

常,道 具の製作によって跡づけられる。石器時代の文化的発展の尺度は,も っ

ぱら,石 に対す る加工の程度 にある。それは未加工の石か ら,中 石器時代にお

ける火打ち石の加工 による尖頭や刃をもつ器具,さ らに,精 巧 に加工 された石

器へ と進化す る。 とくに,古 来人間行動の象徴 とされてきた火の使用はそれを

熾す道具 と機構 との知識 を要求する。近来の動物行動学の結果 を見ても,こ の

段階に到達す る人間以外の動物 は皆無ではないにして も,き わめて希 と言 うべ

きである。 しか し,こ のような意味での知識がいかに進歩 して も,実 際的な 目
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的をもつ道具の使用 の範囲にとどまっていたことは疑いをいれない。例外 と言

えるのは絵画制作 に見 られるような知的な歓 びの追求であろう。

H初 期 メ ソポ タ ミア にお け る知 識

紀 元 前10000年 ご ろ にな る と,メ ソポ タ ミア,エ ジプ ト,南 部 ヨー ロ ッパ に,

また,前8000年 ご ろ に な る と北 部 ヨー ロ ッパ において,中 石 器 時代 が 到 来 し,

処 に よ り前5000年 一4000年 ごろ まで つ づ くこ と に な る。 気 候 の好 転 に よって,

樺,柳,柏 な どの樹 木 が 繁 茂 して,食 糧 も釣 りや 狩 猟 に よ って 手 に はいる よ う

にな る。石器 も小型 の手の込 んだ ものが用 い られ る とともに,商 取 引 や 交 通 も

小 規 模 なが らお こなわれて,装 飾 品 も製 作 され る よ うに な った(Atlas11)。

メ ソポ タ ミア にお け る歴 史 は,一 般 に,イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 系 の 諸 民 族 とセ

ム系 の諸民族 との移 動,交 渉,軋 礫 や,南 北 にわ た る諸 都 市 を 中心 とす る都市

国家の形成 と抗争,侵 略,征 服 と統 合 な どの た め きわ め て複雑 な相貌 を呈 す る。

ここで は,メ ソポ タ ミア に お け る シ ュメ ー ル には じまる都市 国家の形成 やそれ

につづ くア ッカ ド,ミ タ ンニ,バ ビロニ ア,ア ッシ リア な どの 諸 王 朝 の成 立 の

経 緯 につ いて はい っ さい省略 して,こ の地 方 にお け る文 化 的発 展 を概観す るこ

とに しよう。 それ は素朴 な石器 の使 用 には じま り,さ らに,新 石 器 革 命 とよ ば

れ る基 本 的変 革(前9000年 ご ろ)を とお して,農 耕 ・牧 畜 を 中心 とす る生 産 経

済へ と変貌 してゆ き,煉 瓦,磨 い た 石,陶 器 の 製作 な どが 顕 著 に見 られ るよう

になる。 そ して,大 麦,小 麦,粟 の 栽 培,羊,山 羊,豚,馬 の 飼 育 が さか ん に

お こ な わ れ て,農 耕 文 化 の結 果 と して しだ い に村 落が形成 され,そ れ は さ ら に

都 市 へ と発 展 して ゆ く。 ひ とび とは葦で屋根 を葺 いた粘土 の家 に住 んでいた。

前5000年 か ら4000年 に か け て は鍛 造 さ ら に溶解 した銅 に よる器具 の製造 が見 ら

れ,日 干 し煉 瓦 の 城 壁 に か こ まれ た 都市 に は神 殿 も建 設 され る よう に な る

(Atlas13)。 そ して,前3500年 ご ろ に は,ペ ル シ ア 湾 に近 い低 地 メ ソ ポ タ ミア

の西寄 りにはシュメール人が,ま た,東 寄 りに はエ ラム 人 が居 住 して いた。

人類史上重要 な事実 は前3000年 代 末 の シ ュ メ ー ル人 の もの と され る'1形 文 字

の 発 見 で あ る。彼 らは の ち に現 れる よ り北 方 のイ ン ド ・ヨーロ ッパ 人 ともセ ム
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族 とも異 なる民族であって,そ の起源 はあ きらかでない。この文字はエジプ ト

の文字 の出現 より古 く人類史最古の文字 とされている。それは神殿経済に関す

る記録用 に案出された ものであるが(世 界歴史14),彼 らの記録 は削 った葦で

書かれた粘土板の形で保存 され,伝 えられてきた。 この文字が書かれた とされ

る時代 はウルク期 とよばれ,前3500年 か ら3100年 にかけての時期であるが,こ

のころ低 メソポタミア地方では都市国家が成立 し,膨 張 し複雑化 した神殿経済

の会計的事務処理のために文字が要求 されたのであるとい う(世 界歴史40)。

その後メソポタミアとその近隣においては時代が さが るにつれて,イ ン ド・

ヨーロ ッパ語に属するヒッタイ ト語やペルシア語 も現われるが,ア ッカ ド語 は

セム語族にはい り,シ ュメール語 はこれ らとも異 なる語族に分類 されている。

今世紀に入 りこれ らの言語 による粘土板 の記録が詳細 に研究 されるにつれて,

もちろんきわめて限 られた範囲であるにせ よ,メ ソポタミア文明の大 まかな輪

郭が しだいにあ きらかにされて きた。いま,ま ず,紀 元前2000年 ごろまでの,

つ まり,南 ではバ ビロンを中心 とす るバ ビロニアの王朝が,北 ではア ッシュー

ルを中心 とす るア ッシリアの王朝が出現す るころまでのメソポ タミア文化の特

徴 を瞥見す ることにす るが,つ ぎのような古代世界における歴史的発展段階の

0般 的特徴(世 界歴史23)は 知p,.の発展 に対 して もひとつの手がか りをあた

えて くれると思われる。(1)政治組織 と階級制度の発生,② 神殿の機能の増大 と

司祭の地位の向上,(3)租 税の賦課,(4)文 字の使用,(5)冶 金術 の発達,(6)モ ニ ュ

メンタルな建造物 と具象的芸術の発展,(7)船 や車 による交通機関の発達,(8)交

易の保護,交 通路の確保 ・防衛のための軍隊の存在,(9>都 市の周壁。この うち

で もとくに(1),(2),(4),(5),(7)の 果たす役割が以下の議論において注 目に値 し

よう。

ところで,政 治組織 をふ くむ社会体制については詳論することはで きないが,

知識の形成過程お よびそのあ り方がそれに強 く依存 していることはこの論文 に

おいて特別の注意を払 う点であることも,こ こで強調 してお きたい。すで に述

べたように,メ ソポタミアの政治清勢は複雑であ り,そ の国家体制 を要約する

ことはきわめて困難であるが,し か し,以 下 に引用するハンムラビ法典(前18
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世紀後半)の 序文 とその意味づけとはその後の政治体制全般 の特徴 を物語 って

いると思われる。

バ ビロニア全土の主 はマル ドウクMarduk神 であ り,王 は 「牧人」 と して

シュメール とア ッカ ドの 「黒頭 ども(人 民)」 を支配 し,人 民 に福祉 をもた ら

す ものである(ハ ンムラビ法典序文)と 考 えられた。つま り王は最高神の代理

者 として王国の統治すべてを委任 されていたのである。この意味では国王の権

威 は神 に由来 した(世 界歴史144)。

このような神権 的宗教国家 という性格 は,王 朝の交代 にもかかわ らず,メ ソ

ポタミアの国家体制 において維持 されつづけたと言 って も大 きな誤 りではない

であろう。そ して,神 とそれに仕える神官 とが知識の形成 ・維持 ・発展に大 き

な役割 をはた したことが この地域の文化の特徴 として,ま ず,指 摘 されなけれ

ばならない。

この地帯における文化の発展は,石 器時代 を経て銅器の使用の時代 にはい り

(前5000年),さ らに,青 銅の使用(前3000年 代末),鉄 の使用(前2000年 代半

ば)へ と移 ってゆ くが,低 メソポタミアにおいては材木 と鉱物資源が乏 しく,

そのかわ り葦 と粘土 は豊富であった。 この地域の住居が葦 と粘土か らつ くられ

ていたのはそのためである。後 に,と くに神殿 などにおいては藁 と粘土からつ

くられた煉瓦が使用 され るようになった。 この習慣 は北部のア ッシリアに も伝

えられて,石 が豊富なこの地方で もおな じような方法で住居がつ くられた。葦

はこのほかに も各種の織物 や筆記用具,さ らには小舟 の製作 にも用 い られた

(ピシ ョ35-6)。

ア ッシ リアの地方で は銀,銅,鉛,鉄 が少量産出されたが,こ れらが青銅 お

よび鉄製品を製造するのに役だった。初期の知識形態 としてあげられなければ

ならないのは,蒸 留,昇 華,抽 出などの手続 きで,前4000年 代にさかのぼると

いわれる。前3500年 ごろの蒸留用器具が北部で発見 されている。懊形文字文書

はこれにす こしお くれて辰砂 か ら水銀が,ま た,家 畜 の糞か らサルアンモニア
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クがつ くられたことを示 している。鉱石 と金属の関係は前4000年 代 に発見 され,

前2000年 ごろまでには金,銀,銅,鉛,錫 あるいは,青 銅の ような合金な ど

の初歩的な冶金術がメソポタミアのいたるところで知 られるようになっていた。

鉄 も知 られてはいたが,焼 き入れの技術 が発見される前2000年 代末 までは役 に

たたなか った(Pederson2)。 とくにヒッタイ トの文化 として有名なのはこの

鉄の使用であって,こ れは彼 らによって考案 され,西 アジアー帯に流布 したが,

鉄の使用によって農耕具,馬 具などは強度 をいちじる しく増 したといわれる。

また,葡 萄酒の製造などに見 られる醸造法 などの技術 ・知識 を当時のひとびと

が身につけていたことはうたがえない。 しか し,い ずれにせ よ,こ の種の知識

は日常生活 と結 びついた実際的 ・技術的知識であることもあ きらかであるが,

それ とともに,こ れらの技術,と くに冶金術が宗教的儀式 と結 びついた魔術的

色彩 を多分におびていたことをつ ぎの前7世 紀の文書(た ぶんよ り古い記録の

写 し)は うかがわせている(ピ シ ョ37)。

もし石で炉 を作 ろうとす るならば,よ い月の適切な 日を選 んで炉 を作 る。い

ったん炉の向 きを決めて仕事 を始めれば,炉 の祭壇 に神の胚芽 を置 き……その

前には通常の供物 を置 く。炉のなかに石 を入れたければ,神 の胚芽の前に供物

を捧げ,糸 杉 とともに香炉を置 き,発 酵 した飲物 をまいて,炉 に火 を入れ,そ

れから炉の中に石 を入れる。炉の近 くまで入ることを許された者 は,ま ず身 を

清めなければな らず,そ うして初めて炉に近づ くことがで きる。

シュメールの神話テキス トの粘土板 か ら再構成 された図式 によれば,シ ュ

メール人による世界の表象は 〈原始の海にただよう泡〉 のような もので,こ の

泡の中央にある大地(リ)は 円盤状で,そ れより上部の泡の部分 は空(ア ン),

下部の部分は地獄(ク ル)と よばれ,大 地はまた,こ れ ら上下の部分を二分す

る大地の大洋 に囲まれていた(ピ シ ョ102)。 ところで,自 然 に関 して,よ り

長い期 間にわたる過去の経験 を前提 に し,ま たよ り遠い将来にわたる予知 を可

能にするようなはるかに体系的な知識が出現 したのは,暦 法 を中心 とする天文
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観測の結果であ り,ま た,そ のような知識 を可能にした数記法 となんらかの数

学的処理のおかげであろう。それについて述べ るためにはバ ビロニァの時代,

すなわち,前2000年 代末以降の時代 にはいらなければならない。

皿 バ ビロニア ・ア ッシリア時代 にお ける知識

文化 の問題 を論 ず るには資料 の存在 が不可欠 であ るの は言 うまで もないが,

わ れ わ れが 考 察 す る に足 りるだ けの資料 を もちあ わせ てい るの は,前7世 紀 以

後 の こ と と言 って よい 。 ア ッシ リア王国が最盛期 をむか えたの はア ッシ ュル ・

バ ニパ ル(前668-626)の 治 世 で あ っ たが,彼 はそ の首 都 ニ ネ ヴ ェ に 図書 館 を

建 造 して貴 重 な資料 を残 した。ニ ネ ヴ ェは前612年 メデ ィ ア人 とバ ビ ロニ ア 人

の手 に よ って陥落 されたが,そ の遺 跡 か ら出土 した粘 土 板 は近時 の研 究 に よっ

て当時 の文化 に とどま らず それ以前 のメ ソポ タ ミア地方 にお ける文化 に関す る

さまざ まな貴重 な情報 を提供 して くれたのであ る。

まず,言 語 で は初 期 の シ ュ メ ー ル語 は ア ッカ ド語 のゆ えに死語 とな ったが,

シ ュ メ ー ル文 字 は多 少 の変 化 を受 けなが ら もそ の ままア ッカ ド語 で も用 い られ,

ま た,さ ら に,バ ビロ ニ ア,ア ッシ リア をふ くむ メ ソポ タ ミア全 土へ と普及 し

た。つ ま り,こ の 地 域 で は シ ュ メ ー ル文 字 に発 す る1形 文 字 が 用 い られ て い た

の で あ るが,以 下,主 と して懊 形 文 字 に よ る数 学 的 内容 の粘 土板 の解読 と分析

に お け る 第0人 者 で あ るOttoNeugebauerの 書 物TheExactSciencesin

Antiquityの1,2章 に も とつ い て,ま ず,古 代 バ ビ『ロニ ア に お け る 数 記 法 と

数学 的知識 につい て概観 す るこ とに しよ う。

1数 学的知識

現在発掘 されて各地の博物館に所蔵 されているメソポタミアの粘土板 は50万

枚 と推定 されるが,そ の うちで数学的内容の記 された懊形文字粘土板 は約150

枚 で,そ れ らは時代的に二つのグループにわかれる。一つは 「古代バ ビロニア

期」,す なわち,前1800年 ごろか ら前1600年 ごろにか けてのハ ンムラビ王朝 の

もので,も う一つ は紀元前最後の3世 紀 のセレウコス期 のものである。メソポ
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タ ミア にお け る数 記 法 は素 朴 な絵 模様 状 の記法 か ら複雑 な記号体系 へ と数世紀

か けて発展 して い った と思われ るが,そ の前 史 につ い て は ま っ た くな に もわか

っていない。 ともか く,そ の 最 終 的 形 態 はつ ぎの よ うな ものであ った。

シ ュメールの60を 基 本 単 位 とす る数 記 法 は前3000年 代 末 か らア ッカ ド語 の 影

響 を受 け るにつれ て10を 補 助 単 位 と して用 い る よ うに な る とともに,前2000年

ご ろ に は位 取 り数 記 法 が現 れ て この地域 の特徴 的 な表現法 となったが,こ の位

取 り記 法 が 計算 方 法 の発 達 を助 けた ことは うたが えない(ギ リシ ア人 も ロー マ

人 も位 取 り記 法 を知 らなか った)。 た だ し,0に 相 当す る記 号 が 案 出 さ れ た の

は ア レキサ ンダー東征以後 のセ レウコス期 になってか らの こ とで あ って,そ れ

まで は 空 の場 所 に よ って そ れ を示 していた ため に,同 一 の 数 記 法 が 異 な る意 味

を もち,文 脈 上 で そ れ を決 定 しな け れ ば な らないケースが しば しば生 じてい た。

バ ビロニ アの数記法 は二つの記号,1と10を あ らわ す懊 形 の記 号,か ら成 る

が,こ れ をい ま仮 に1と く に よ っ て あ らわ す こ とに し よ う。 そ の と き,2は

ll,21は<<1と 表 現 され る。 と こ ろが,60進 法 で の位 取 り記 法 の採 用 に よ

って1<1は71を あ らわ す,す な わ ち,最 初 の1は60を 示 し,最 後 の[は1を,

中央 の く は10を,そ れ ゆ え,60+10+1=71を あ らわ す か らで あ る。現 代 風 の

記 法 で 「,」 に よ って2種 類 の記 号 の切 れ 目を示 す とす る と,「 口 く」,つ ま

り,「2,10」 は60×2+10=・ ・130を あ ら わ し,[i<<<1」,す な わ ち,

「2,31」 は151を あ らわす こ とに な る。

分 数 の記 法 はい っそ う特 徴 的で あ る。 「1と2」 も 「1,30」 と書 か れ るが,

わ れ われ は これ を 「1;30」 と表 記 す る こ とに す る。 こ の表 記法 を と り,さ ら に

0記 号 を用 い る こ とにす る と,5は 「0;12」,3は 「0;20」 とあ らわ され る こ

とに な る。 さ ら に,125は 「2;24」 と表 現 され る。S=60÷5=12,そ れ ゆ え,

%=12×12=144=2;24で,%の 別 表 記 「2と%」 に対 応 す る のが 「2;24」 の

表 記 法 で あ る。 これ は,ま た,バ ビロ ニ ア の算 法 は分 数 に対 す る特 別 の規則 を

用 い るの を避 けてい る ことを示 して いる。

バ ビロニアの数学粘土板 には 「表粘土板」 と 「問題粘土板」 の2種 類 が あ り,

後 者 は前 者 の約2倍100枚 ほ どが 存 在 す る。 「表 粘 土板 」 にはつ ぎの ような乗法
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表 と逆数表 とがある。

乗法表の例
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この 表 の 各 行 の右 側 の列 は左 側 の列 の数 の10倍 を あ らわす 。6に 対 応 す る1

は,明 らか に,60進 法 で つ ぎの位 の1,つ ま り,60を あ らわ し,し たが って,

7に は70,8に は80が 対 応 して い る。

これ とい わ ば対 を なすつ ぎの表 はいっそ う興 味深 い。

逆数表の例
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こ の表 は,そ の 見 出 しの よ う に,第1列 の 数 をa,第2列 の 数 をbと した と

き,ab=60な る 関 係 を み た す 数 の表 で あ る。 た とえば,8の 逆 数 は%=748
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=72 ,と こ ろ が60の2は30で あ るか ら7,30で,わ れ わ れ の 表 記 で は7;30と

な る。27の 逆 数 も同様 で,so27=209=2%,と こ ろが%ニ(9)×2ニ(6;40)×

2=13;20,そ れ ゆ え,2;13,20と な る。3番 目の欄 の 最 終 行 の11は,い う

まで もな く,左 の1は60,右 の1は そ の 逆 数 と して の1で あ る。

とこ ろで,こ の逆 数 表 に お い て はい くつ か のギ ャップが存在す る。す なわち,

7,11,13,14等 に対 す る数 値 が ぬ けて い る の で あ る。 これは60の 因 数 とな る

素 数 以 外 の素 数,つ ま り,2,3,5以 外 の素 数 とそ の 倍 数 に対 す る項 がぬ け

てい るこ とを示 してい る。 いいか えれ ば,こ れ らの 数 で は60が 割 り切 れ な い こ

とを意 味 して い るのであ る。 これ らの数 を 「不規則 数」 とよび,60の 約 数 とな

る他 の 数 を 「規 則 数 」 と よぶ と,古 い 粘 土 板 の う ち に は不 規 則 数 に対 す る逆数

も3も し くは4位 まで 記 して い る もの が あ る が,セ レウ コ ス期 の もの に な る と

規 則 数 につ いて は7位 まで,不 規 則 数 につ い て は17位 まで の 数値 を記 して い る

もの が 存 在す る。

古代バ ビロニ アにおけ るこの よ うな表 の作成 と記載 とは神殿 の書記 の職務 と

され,ま た,こ れ らの書 記 を 中心 とす る教 育 機 関が存在 して後継者 の養成 にあ

たっていたであ ろ うことは,粘 土 板 に はお な じ数 字 の繰 りか え しや,単 純 な誤

記 が 見 られ る こ とか ら も うかが うことが で きる。 この ような数記法 はセ レウコ

ス期 をへ て,紀 元 後2世 紀 の プ トレマ イ オ ス,1280年 ご ろ の 「ア ル フ ォ ンス

表 」,さ らに,16世 紀 の コペ ル ニ クス に お い て さ え も用 い られ ていた点 は特 筆

に値 しよ う。

と くに不 規則数 の逆 数 に対 す る近似値 の計算 は無 限の プロセス に対 す る分析

を促 したで あろ うこ とは想像 に難 くない。事実,エ ール 大 学 所 蔵 の小 粘 土板 に

は

=1;24 ,51,10

を示 す 記 述 が あ る。 これ を現 代 の 記 法 に直せ ば1.414213...と い う近 似 値 と

な るが,こ れが お どろ くほ ど正 確 な値 で あ るこ とはい うまで もない。 さらに,

コ ロ ン ビァ大 学 所 蔵 の 粘 土 板 に はa2+b2=c2を み た す 数 の組 す な わ ち,ピ

タ ゴ ラス数 をあ た え る表 が 記 されてい る。 それゆ え,ピ タ ゴ ラス の 定 理 の 内容
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はピタゴラスよ り1000年 以前 にすでに知 られていた ことになる。古代バ ビロニ

アの数学者たちはピタゴラス数 を産み出す数論的な問題 を知 っていて,そ れに

解二答をあたえていたのである。

そのほかにも,古 代バ ビロニアの粘土板 には2変 数の2次 方程式の解 をあつ

かった もの も,よ り高次の方程式 をあつかった もの も存在する。 また,バ ビロ

ニアの東約300キ ロの古代エ ラム王国の首都 スーサで発見 された粘土板 によれ

ば,円 に内接す る多角形か らの推論 として πの近似値 に3;7,30(=318)の

数値 をあたえているものがある。 このように,場 合によってはルネ ッサ ンスに

おける代数を思わせ る内容 をもつ もの もあるとはいえ,総 体的にはバ ビロニア

数学の レヴェルはやは り初等的な段階に とどまっていた とい うべ きであろう。

このようなバ ビロニア数学の特徴点 をあげれば,つ ぎの ようになる。第1に,

たとえ幾何学的な用語が用い られているにしても,バ ビロニア数学 においては

幾何学的要素は二次的な役割 しか演 じてお らず,総 体的に言 って代数的である

という点である。長 さや面積 をあつか う例 も存在す るが,人 数および日割 りの

賃金計算の例が多数見 うけられ,そ れ らの人数倍,日 数倍や和 と差の問題があ

つかわれている。第2に,こ れ らの代数的な問題のあつかわれる方法に特色 が

見 られる。 これ らの問題 は二つのグループにわかれるが,そ のひとつは,ま ず

問題を提示 してか らその解法へ とすすみ,も うひとつは問題のみをあげていて,

そのうちには一つの粘土板 に200を こす問題 を記 しているもの もい くつか存在

する。 しか し,こ れ らの問題の提示 に して も,ひ じょうに単純 なケース,2次

方程式の標準形,か らはじめて,段 階的により複雑な問題 にすすんでいて,し

か も,す べては標準形 に還元で きるように入念に配列 されているのである。い

ずれにせ よ,計 算事例 は個別的なもので はな く,一 般的な手続 きを示すための

ものなのである。 さらに,と くに幾何学的な量について 「証明」に類す る発想

はまった く見 られないことを指摘 してお く必要がある。ピタゴラス数の代数的

関係 は知 られていたが,直 角三角形の辺 のあいだの幾何学的関係の証明があた

えられていたわけではない。

最後に,注 目すべ きことに,ニ ネヴェの図書館の粘土板 によれば,数 には神
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が結 びつ け られ て い る。 そ もそ も,メ ソポ タ ミアの 自然 観 は人 間 ・社 会 ・自然

の0体 感 に も とつ い て お り,「 国 家 と して の宇 宙 」 と表 現 され るた ぐいの もの

で,こ の 国家 を管 理 す る のが 神 々 の 会議 なのであ った。最高 の神 は天空 を意味

す るアヌで,つ ぎに嵐 の神 エ ン リルが位 置 し,会 議 の 決 定 を執 行 す る。 地 の神

エ ンに は男女 があ って,そ れ ぞ れ,エ ンキ とニ ンキ と よば れ た 。 エ ンリル はこ

の両者か ら生 まれ たが,そ れ に は配偶 者 ニ ン リル が い た。 この両者 は月 の神 シ

ンと冥府 の神 ニナ ズ を生 んだ とい う。前2000年 代 の ア ッカ ド語 粘 土板 の創 世 記

エ ヌ マ ・エ リシ ュ(Enumaelish)に よれ ば,こ の系 譜 は ま た つ ぎ の よ う に な

る。 は じめ に淡 水 ア プス ー,生 命 力 ム ン ム,塩 水 テ ィア マ トか ら沈 泥 ラハ ム

(Lahmu)と ラハ ム(Lahamu)が 生 まれ た 。 これ はテ ィグ リス ・ユ ーフ ラテス

河 とペ ル シア湾か ら泥 の堆積 の生ず るこ とをあ らわす もので あろ う。 そ こか ら,

さ らに地 平 線 ア ンシ ャル,キ シ ャルが,つ い で,天 空 アヌ が生 まれ,ア ヌ が地

の神 と,さ らに,宇 宙 に秩 序 をあ た え るマ ル ドゥ ク(Marduk)を 生 ん だ と さ

れ る(坂 本25-6)。

と こ ろで,こ れ らの神 々 と数 の あ い だ に はつ ぎの ような関係 が あた え られて

いた。すべて の神 の父で ある天 の神 アヌはso,大 地 の神 エ ン リル は50,水 の神

エ ア は40,月 の神 シ ンは30,太 陽 の神 シ ャマ シ ュ は20,金 星 の イ シ ュ タル は15

に結 びつ け られ,し か も,そ の血 縁 関係 や 役 割 に も数 の 関 係が対応 してい た。

父エ ンリル と息子 ニ ヌル タはお な じ数50,シ ャマ シ ュの仲 間 ギ ビル とヌ ス ク は

お な じ数10(10+10=20(シ ャマ シ ュ の 数))を もつ と い っ た ぐあ い で あ る

(ピ シ ョ99-100)。

2天 丈学的知識

さて,こ の地域の文化の特徴 としてあげられるのは,通 常,天 文学である。

た しかに,メ ソポタミアのひとびとは天体の位置について深い関心 をいだいた。

彼 らはい くつかの観測器具,グ ノーモ ン(目 盛 りのついた水平台座 に針 を垂直

にたてた0種 の日時計),ク レプシュ ドラ(壺 に小 さな穴 をあけた水時計),ポ

ロス(石 を くりぬいた半球で太陽運行の影 を映す この地方独特の器具)な どを
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考案 し,使 用 している(ピ シ ョ111-2)。 もっとも古い観測記録 は前4000年 以

前 にさかのぼるといわれている(Lindberg16)が,こ の ような天体へ の関心

は,お そ らく,ひ とつ には農業の発達 にともなう季節変化 の重要性,第2は 宗

教的な教義,第3は 占星術への関心,第4は 暦法の必要か らきているもの と考

えられる。 しか しなが ら,し ば しば伝説的 ともなった 「バ ビロニアのす ぐれた

観測記録」は,む しろ根拠がな く,こ の地域はその砂埃のため もあってけっ し

て天体観測 に適 してはいず,後 世プ トレマイオスをしてその惑星の観測記録の

不正確 を嘆かせ ることになった。 とくに,砂 埃 はバ ビロニア人が主たる関心 を

も った 地 平 線 周 辺 の 観 測 に は影 響 す る と こ ろ大 きか っ た の で あ る

{Neugebauer98}o

最初の星占いに関す る記録 は前2122年 か ら2104年 にかけてペルシァ湾岸に近

い都市 ウルの一帯を支配 していたシュメールのウル第3王 朝の王 グデアに関す

るものである。それによると,王 は夢のうちで神殿の設計 のために女性が星座

の記 されている粘土板 を研究 しているのを見ているが,こ の女性 は女神で,星

の位置 に したが って神殿 を建て ようとしている,と い う ものである(Barton

11;ギ ルガメ ッシュ叙事詩346)。 一般 に天文観測は神殿で神官 によってお こ

なわれた とされ,太 陽,月,水 星,金 星,火 星,木 星,土 星 という7惑 星 と主

だった恒星の相対的な位置観測がその主題であった。地球か ら見た太陽の年周

軌道 とその周辺の星座 との関係,い わゆる,黄 道 と獣帯 という考案 は前3000年

にさかのぼるであろうといわれている。南部の都市ニ ップールで発掘 され,イ

エナで保管 されているカ ッシー ト王朝(前1500年 一1250年)時 代 の文書 はそれ

以前の記録の写 しといわれているが,最 初 の星図作成の試みと見 なされている。

それは古代バ ビロニアの数学文書 に似 たスタイルで書 かれている。 まず,つ ぎ

のように解釈 される数 と名前の リス トでは じまる。「月か ら昴へ19;昴 か らオリ

オ ンへ17;オ リオ ンか らシリウスへ14」 といった ぐあいに8個 の星 もしくは星

座 について記 され,総 計120「 マイル」 とい う表現 と 「ある神 か らほかの神へ

の隔た りはどれだけか?」 という問い と,さ らに,「 手続 きはそのようである」

の文言 と書記の署名で終わっている。 このテキス トおよびこれに類似す るい く
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つかの断片は月の球には じまる8個 の異なる球のようなものを示 してい ると思

われるが,確 かなことはなに もいえない(Neugebauer99-100;Barton11)。

これと同時代のテキス トは,そ のそれぞれがさらに12の 区域 に分 かれる3個

の領域に天空 を区分 し,各 領域 は星座 と惑星の名前,お よび,11,101,20

…2と …1 ,501,40…1と いう増減する等差数列 をふ くんでいる。 これ は,お

そ らく,後 に述べるようなバ ビロニア天文学 を特徴づける意味で きわめて重要

な周期現象の記述,い わゆる,ジ グザグ関数へ と発展する数学的シェーマの も

っとも早い出現 と考えられるのである(Neugebauer100)。

さらに,メ ソポタミアにおけるもっとも早い観測記録 として注 目されるのは

ハ ンムラビ王朝の時代 に属する金星の見 えか くれについての数年間の記録であ

るが,こ れは当時の太陰暦 によってあたえられているので,ハ ンムラビ王朝の

年譜の決定に貢献す るところ大 きい。 しか し,こ の観測 は天文学のためとい う

よりは前兆の経験的データを提供す るための ものなのであった。古代バ ビロニ

アにおいて人生の大事 は,前 兆の記録 における生け賢の羊の肝臓 の特定の現象

と同様,重 要 な天体現象 とむすびつ けられていたのである。ここに後の天変占

星術や,最 終的に誕生 占星術へ と発展する萌芽が見 られる。星,と くに,惑 星

には神が結 びつけられていた,あ るいは,む しろ,星 は地上の出来事 に影響 を

あたえる神 と同0視 されていた。古代バ ビロニア王朝の文書 「夜の神 々への祈

り」(前1800年 ごろ)は つ ぎのように述べている:

夜 の偉 大 な神 々,輝 く火 の星,英 雄 的 な イ ル ラ,弓 の星,輌 の 星,シ ッタ ダ

ル ー,車,山 羊 の 星,ヒ メ ジ(魚)の 星,蛇 の星 よ,願 わ くば,用 意 を整 え て,

わ た しの,い ま,祝 福 す る子 羊 の 腸 に幸 先 よい徴 をお きた まえ(Barton11)。

これには,バ ビロニア天文学 を特徴づける重要 な要素:宗 教 との結 びつ きと,

前1000年 代において神からのメッセージを読み とる基本的方法であるところの

動物の内蔵による占いとの結びつ きとがあ きらかに見てとられる。

いつ,ど こで天体の前兆なるものが発展 したのか言 うことは困難であるが,
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ニ ネ ヴェの図書 館 遺跡 か ら発 見 され たエ ヌマ ・アヌ ・エ ンリル(EnumaAnu

Enlil)と よ ば れ る 一 連 の テ キ ス トの う ち に は,全 部 で7000の 前 兆 か ら な る70

の 粘 土 板 が 存 在 して い る。 これ らは数世紀 にわ た って公認 され た結果,前1000

年 ご ろ に最 終 的 な形 を とっ た もの にちがい ない とされ る(Neugebauer100-1)

が,前2000年 代 は じめ まで さか の ぼ る記 録 の 集積 か らな る前 兆の索引 と もい え

る もので あ って,そ の最 初 の50の 粘 土 板 は気 象 に関 係 し,残 りの20は 惑 星 と恒

星 に 関係 して い る。 た とえば,つ ぎの よ うな 文 言 が 見 られ る:

もしその消 え失せ る日にシン神[月]が 空で速度 を落 とすならば,国 に干 ば

つ と飢餓が生ずるだろう(Barton11)。

第8月 の 第11日 に イ シ ュ タル[金 星]が 東 の 空 に消 え,2カ 月 消 え た ま まで

… … ,第aに … … ふ た た び 西 に 見 え る よ う に な れ ば,豊 作 と な ろ う

(Barton12)o

も しネ ル ガ ル[火 星]が 蝋 座 に 近 づ け ば,王 子 の 王 宮 に 不 和 が 生 じ よ う

(Barton12)o

だ が,ニ ネ ヴ ェ粘 土 板 の な か で 歴 史 的 に よ り興 味 深 い の は ムル ・ア ピ ン

(mulapin)と よ ば れ る二 つ の テ キ ス トで,最 初 期 の もの は前700年 ご ろ の もの

で あ るが,よ り古 い記 録 に も とつ く。 そ れ らは当時 の天文 学的知識 の要約 をふ

くんでい る。そ の最初 の粘 土板 は,赤 道 を は さむ30度 の 幅 の 帯 を中心 とす る ほ

ぼ平 行 な3個 の帯 に分 けて 星 座 を リス ト ・ア ップ して,そ れ ぞ れ の帯 は神 の 道

筋 と見 な され,黄 道 沿 い に17の 星 座 が お か れ て い る。見 慣 れ な い星 の グル ープ

も存在 す るが,牡 牛,蟹,獅 子,天 秤,蝋,魚,乙 女,双 子 は,ま さ し く,獣

帯 に対 応 して い る。 第2の 粘 土 板 に は,惑 星 や 月,季 節,影 の長 さな ど に関 連

す る事 柄 な どが記 されてい る。 と くに星 の昇 り沈 みのデ ー タはバ ビロニ アの星

座 の 同定 に対 す る基礎 をわ れわれ に提 供 して くれ る(Barton13;Neugebauer
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101}o

お な じ前700年 ご ろ の ア ッシ リア帝 国 時 代 に は宮 廷づ き天文 学者 に よる観 測

記録が見 られ る ようになる。 この記録 で はまだ天文現象 と気 象現象 のあいだの

明確 な区別 はな されず,量 や 雲 が 蝕 とひ と しなみ に あつ かわれて いるが,そ れ

で も,日 蝕 は月 末(新 月 の と き)だ け に,ま た,月 蝕 は 月 中 だ け に可 能 な こ と,

さ ら に,/7蝕 は6カ 月,も し くは,た ま さか に5カ 月 隔 て て お きる こ とは知 ら

れ て い た。 プ トレマ イ オスが蝕 の記録 はナボ ナサ ールの時代(前747)以 来 使

用 可 能 で あ る とい って い る こ とが思 いだ され る(Neugebauer101)。

とこ ろで,黄 道 を を と りま く獣 帯 とい う発 想 はのち に(前500年 ご ろ;ペ ル シ

ア のバ ビロ ニ ア征 服 の 前539年 以 後)30。 つ つ の12の 区域,す な わ ち,12宮 に区

分 され て,以 後 の天 文 学 に大 きな影 響 をあ たえ るこ とになった。従来,天 体 の

位 置 は よ く知 られ た 明 る い星 に関連 して定 め られていたが,以 後,動 く星,つ

ま り,諸 惑 星(太 陽 をふ くむ)は,こ の獣 帯 の どの宮 にい るか に よ ってその位

置 が語 られる こ とに なる(Neugebauer102-3;Lindberg17)。 以 下 の 叙 述 に 関

係 す るの で,こ こで黄 道 の 区分 とそ れ に対 応 す る星座 お よび獣帯12宮 とをあ げ

て お くこ とに しよ う。

oo-30◎ 牡 羊座 白羊 宮

30。-60。 牡 牛 座 金 牛 宮

60。-goo双 子 座 双 児 宮

90。-120。 蟹 座 巨蟹 宮

120。-150。 獅 子座 獅 子 宮

150-180。 乙 女 座 処 女 宮

180。-210。 天 秤 座 天 秤 宮

210°一一一一240。 蝋 座 天 蝋 宮

240-270。 射 手 座 人 馬 宮

270。一一300。 山 羊 座 磨 掲 宮

300L330。 水 瓶 座 宝 瓶 宮

330。-360。 魚 座 双 魚 宮

周知のようにこの対応 は,現 在では,そ の経過年月のゆえにずれが生 じて,白

羊宮 は魚座 に対応 している。

日付 のある蝕の観測 も前747年 には じま り(Barton13),そ れぞれの惑星が

恒星や太陽に関 して同一の位置にかえって くる周期,金 星では8年,水 星では
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46年,火 星で は79年,木 星で は83年,土 星で は59年 といった数値 をメソポタミ

アのひとびとは,か な り早 くか ら知 っていた(ピ シ ョ127)。

ここで,前1800年 から前400年 ごろにいたる,い わば 「バビロニア天文学前

史」 において使用 されていた手法 をあげるとつ ぎの ようになる。太陽および惑

星運動の座標軸 としての30度 づっ12の 領域に分け られた獣帯12宮 。一定の太陰

太陽暦 と月 と惑星のい くつかの基本的周期関係。太陽 と月の現象の主な系列 と

昼夜の長 さの変化 についての経験的な洞察。周期的に変化す る量 を記述す るた

めの等差数列の使用。そ して,と りわけ,天 文学の問題に直接応用で きる数量

的手法の完全 な習得(Neugebauer103)。 これらの手法 によってバ ビロニアの

高度 な天文学的知識が獲得 されることになるが,ま ずは じめに基本的な暦法の

問題 について考察することに しよう。

バ ビロニアの暦法は月の満ち欠けを1周 期(1朔 望月)と する太陰暦であっ

たが,そ の1月 の長 さは29.5日 であるから29日 と30日 を交互 にお き,そ の12月

を1年 とした。 しか し,そ れでは1年 は354日 とな り,太 陽の1年 周期 とは約

11.25日 の差が生ず るので,そ れを補正するのに適宜閏月をお く必要があった。

この調節後の暦 は太陰太陽暦 または陰陽暦 とよばれる。 はじめは為政者の恣意

的な決定 によって閏月がおかれたが,し だいに,規 則 的な方法が案出されるよ

うになった。いわゆる 「置閏法」(intercalation)で ある。 ウル第3王 朝(前

22世 紀末)に は,8年 に3回 閏月 をお く 「8年3閏 の法」が採用 された記録が

あ る。 これ による と1年 の長 さは8年 の平均 で365.25日 とな って,真 の値

365.2422日 にきわめて近 くなる。 このような方法がすでに前2000年 以前 に考案

されていたことは注 目に値 しよう。 ところで,前5世 紀のギリシアではメ トン

周期の名で19年 の周期で太陽 と月がおな じ位置に もどることが知 られるように

なるが,そ れ よ りはや く中国では戦 国春秋 時代(前589-476の あいだ)に19年

7閏 の法が考案 されていたという事実 は興味深い(中 山204)。 これによれば,

真 の値 とのズレは19年 にわずか0.4日 となる。 この方法は多 くの太陰暦で採用

され標準的なもの とな った。 メソポタ ミアにおいて も前480年 ごろ まで は規則

的な方法が採 られていた様子 はないが,1世 紀後 にはこの方法が とられていた
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ように思われる(Neugebauer101-2)。 ところで,後 に述べ る ように,現 在

使用 されている太陽暦 はエジプ トの暦法に由来 し,1日 を24時 間に分 ける方法

もエジプ トを起源 とするが,7日 を単位 とする1週 とい う発想はメソポ タミア

に発するという。 この地方では7と い う数を忌み嫌い,そ の日は上流階級 は仕

事 を休んだ習慣がユダヤ ・キリス ト教 の世界に伝 えられたものであるといわれ

る(ピ シ ョ135)。 これが正 しければ,現 代人の生活の リズムは完全 に古代 オ

リエン トに発す るリズムによって規定 されていることになる。

この ような陰陽暦の調整の問題 は,当 然,月 と太陽の見かけの運動について

の詳細な観測 を要求す るために,す でに述べたように前747年 ごろのア ッシ リ

ア帝 国 にお い て は規 則 的 に繰 りか え され る観 測 記 録 が の こ されて い る

(Clagett21-2)。 この置閏法の問題 は,要 す るに,陰 暦のm月 が太陽暦 のn

年 に長 さにおいて等 しいことを決定する手法であって,19年7閏 の法 とはm=

235,n=19と お くことにほかならない。 この ような19年 サイクルの発見はバ

ビロニア天文学のバ ックボーンをな して,前450年 ごろか ら以後の天文学的手

法の発展 に対する重要なステ ップとなった。これ とほぼおな じ時期に,獣 帯12

宮 が考案 されることになる。獣帯を30度 つつの区画に分 けるというのは太陽 と

月の進行 を0定 の大円によって測定 しようとする数学的な要求から生 じた もの

と考えられるのである。

ところで,こ のような暦法が要求 している月の運動 に関するバ ビロニアの理

論 を考察することに しよう。 この詳細 な研究は1881年 カ トリックの神学雑誌

「マ リア ・ラーハか らの声」に発表 されたエクア ドルのエ ッピング(Epping)

神父の画期的な論文 にはじまる。彼 は当時ロン ドンに到着 しつつあった天文学

関係の粘土板 の解読の結果 を報告 したのである。以下はそれ以後の研究成果の

ノイゲバウアーの記述 にもとつ くが,そ の骨子 は,バ ビロニア天文学 を特徴づ

けるところの等差数列 を用いて月の現象 を予言する方法である。これは,一 般

に,〈 天体暦〉(ephemeris)と よばれている。

19世 紀末45000を こす粘土板 が大英博物館 に所蔵 されていたが,そ の うちの

数百枚が天文学関係であった といわれる。1953年 にはある研究者が1900年 以前
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に1300枚 をコピー したことが判明 している。現在では大英博物館 に関するか ぎ

りでは,そ の大部分が入手可能である。

これ ら天文学関係 の資料 も,数 学の場合 とおな じく,二 つのグループ,「 手

続 きテキス ト」 と 「天体暦」(天 体位置早見表),に わかれ る。前者 は計算規則

をふ くみ,後 者は特定年 の月 と惑星の位置 を規則的な間隔であたえる。当然,

もし手続 きテキス トが完全であれば,そ れによって天体暦の結果 を計算で きる

はずであるが,粘 土板 は損傷がひどく,計 算の多 くのステ ップが不明であるう

え,完 全であったとして も口頭の説明を必要 とした と思われるので,実 際には

天体暦か らその計算法 を抽 出 して,そ の手続 きをテキス トで確認する方法 をと

らざるをえないのである。

セ レウコス期の使用可能な天文学粘土板 は多 くはな く,250以 下 の天体暦 し

かない。その半数以上が月に関す るもの,残 りは惑星に関す るものである。一

方,手 続 きテキス トの数は約70で,大 半 は小 さな断片 にす ぎない。そ こで,後

期バ ビロニアの数理天文学 に関するわれわれの知識 は約300の 粘土板 を基礎 と

す るにす ぎないのである。

バ ビロニアの月理論の根本問題 は暦法によって決定 されている。バ ビロニア

の暦はいつの時代 で も真 に 「太陰暦」であ った,つ ま り,「一月」 は新月が 日

没後 まもな くふたたび見 えるようになる夕方 にはじまった。そこで,「 一 日」

も夕方にはじまり,各 月の朔 日は最初 に月が見 える日であった。このように,

直接の観察にうったえることので きる自然な現象によって定義するのは 「自然

な定義」ではあるが,こ の種の自然性 は,し ば しば,事 態 を複雑 にするのであ

る。このような太陰月は,す でに述べ たように,30日 以上で も29日 以下で もな

く,そ の中間にある。この長 さを推定するには月の運動だけではな く,太 陽の

運動について も知る必要がある。おお よそ365日 の1年 で太陽 はおな じ星の と

ころにかえって くる,つ ま り,360度 回転す る。それゆえ,1日 に約1度,1

月 に約30度 動 く。新月から新月への時間間隔は可視性,つ ま り,見 からつ ぎの

見 までの間隔にほぼ等 しいが,月 は太陽に近す ぎると見えない。そこで,1月

は月 と太陽が重 なる 「合」か らつ ぎの 「合」 までの間隔で測 られるが,こ のあ
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いだに太陽は約30度 動 き,月 は30度 だけでな く,360度 余分 に回転 しなければ

な らない。それゆえ,月 は約30日 で390度 動かなければならず,つ まり,1日

で約13度 動かねばならないことになる。

ところが,月 が 日没後まもな くはじめて見えるようになるには,太 陽は地平

線の十分下にいなければならない とともに,そ の前夜 には月は太陽に近す ぎて

見えないことが必要である。 したが って,可 視性の時期 をうるためには太陽 と

月の距離 を決定す ることが要求 される。その距離 は両天体の相対的速度に依存

す るが,そ のあいだの距離,い わゆる,「 離 隔」(elongation)は1日 に13。-

10=120増 す ことになる。 しか し,こ の数値 は正確ではな く,.月 も太陽 も速度

は一定でないか ら,こ の離隔は1日 に100か ら14。のあいだで変化す る。これが

月 と太陽の運動,と くに,そ の速度の知識が要求される理由なのである。

しか し,月 と太陽の速度が知 られて も,可 視性の問題はそれだけでは解けな

い。一定の場所では,す べての星 は赤道 と地平線のなす角度 にしたが って昇 り

沈みする。すでにふれた相対運動 は黄道上 の運動で,黄 道 は赤道 に対 して約

24。傾 いてい る。それゆえ,わ れわれは黄道 と水平線 との角度の変化 を知 らな

ければならない。バ ビロニアではこれはほぼ30。か ら800の 範囲で変化す る。そ

こで,お な じ離隔が1年 の異なる時ではまった く異なる可視性 の条件 をうみだ

す ことになる。

しか も,こ の黄道 と地平線 との関係が答 えられた として も,太 陽は黄道上 を

動 くのに対 して月はその両側 を黄道 に対 して垂直 に+5。 か ら一5。 の範囲で周

期的にずれる。黄道の地平線 に対する角度 は季節によって変化 し,比 較的垂直

に近い春 にはこのズ レは可視性 にあたえる影響が小 さいが,傾 斜が大 きくなる

秋 には影響 も大 きくなる,つ まり,-5。 に近 い範囲では月は地平線下 に入 っ

て見えな くなる。 このような多様 な変化の影響の独立性 を認識 して,そ れ らの

多重な効果 を予測す る理論 を編み出 した点に古代の精密 な知識の もっともす ぐ

れた成果が存在す るのである。

その知識の概要にはいるまえにその要点 を述べておこう。 まず,月 と太陽の

日々の位置はそれらの速度 の変化 を決定する法則がわかれば,容 易 にきめられ
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る。そこで,月 と太陽の 日周運動 をあたえる表が存在 している。つ ぎに,東 の

地平線 と月の出,日 の出におな じ議論 を適用 して月の可視性の問題が解ける。

最後 に,見 えないあいだの時間間隔の中間にはいる 「合」の瞬間の知識 を用 い

て最初 と最後の見 を決定す る。おな じように,「 衝」の瞬 間を決定す る。そ し

て,こ れ らの知識 を月の黄道 をはさむ変動幅の知識 と総合 して,月 がいつ衝 ま

たは合 において黄道 に近づ くか,つ まり,衝 の ときには月蝕が,合 の ときには

日蝕が生ずるかを知 ることがで きることになる。

さて,こ のような天体暦の計算手段 は一定範囲で増加 または減少す る等差数

列であって,そ の1例 をあげればつ ぎのようなものである。

2,59

既

-

H

皿

w

v

w

w

皿

皿

x

灘

皿

28,55,57,58

28,37,57,58

28,19,57,58

28,19,21,22

28,37,21,22

28,55,21,22

29,13,21,22

29,31,21,22

29,49,21,22

29,56,36,38

29,38,36,38

29,20,36,38

29,2,36,38

22,8,18,16

20,46,16,14

19,6,14,12

17,25,35,34

16,2,56,56

14,58,18,18

14,11,39,40

13,43,1,2

13,32,22,24

13,28,59,2

13,7,35,40

12,28,12,18

11,30,48,56

牡羊座

牡牛座

双子座

蟹 座

獅子座

乙女座

天秤座

蝋 座

射手座

山羊座

水瓶座

魚 座

牡羊座

この表 はセ レウコス期 前133-132年 の天 体 暦 の 最 初 の3列 の抜 粋 で あ る。 第1

列 は/7を あ らわす が,XII2は13月 つ ま り閏 月 を しめ し,以 下 の ロ ー マ数 字 は通

常 の月 を しめす。第2行 左 端 の数 字 は セ レ ウ コ ス期179年 のバ ビ ロニ ア表 記 で

あ る。 各 月 の 数字 は合 の中間値 をあ らわ し,そ れ ゆ え,各 行 の 間 隔 は1朔 望 月
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とな る が,そ のす べ て の 数 字 の 最 初 の2字 の後 の カ ンマ はセ ミコ ロ ンを あ らわ

す もの と理解 され たい。

注 目され るの は第2列 の算 術 的構 造 で あ る。 最 初 の3行 の 末 尾 は57,58で,

つ づ く6行 の末 尾 は21,22,最 後 の4行 の そ れ は36,38で あ る。 そ こで,こ の部

分 を無 視 す る と,前 半 部 分 は

28,55

28,19

29,56

28,37

28,37

29,38

28,19

28,55

29,20

29,13

29,02

29,31 29,49

とな って,あ き らか に,18を 差 とす る減 少 も し くは増 加 す る等差級 数 をな して

い る。そ こで,横 軸 を等 間 隔 に とった グ ラ フで これ を表示す る と,そ の 最大 値

M=30;1,59,0と 最 小 値m=28;10,39,40を もつ 右 下 が り,右 上 が りの折 れ 曲が

った 直 線 とな るが,こ れ は 「線 形 ジ グザ グ関 数」 と よばれて いる。 この関数 の

振 幅 は △=M-m=1;51,19,20で,そ の 平 均 は μ=2(M+m)=9;6,19,20

とな る。 さ ら に,こ れ か ら最 大 値 と最 大 値 との あ いだの 月数 は2△ を増 減 の差

18,0,0で 割 る こ とに よ って え られ るが,そ れ は12;2,8,53,20と な って,現 代 の

表 記 で は12.369135(朔 望 、月)と な る。

表 の 第2列 の 天 文 学 的意 味 は第3列 に よっ て あ き らか とな る。 第3列 第1行

は経 度 が 牡 羊 座22;8,18,16の 黄 道 上 の点 と して解 釈 され る。 これ に第2列 第2

行 の値28;37,57,58を くわ え る と,牡 羊 座50;46,16,14と な る が,こ れ はつ ま り

牡 牛 座20;46,16,14で あ っ て,第3列 第2行 に あ た え られ て い る経 度 とな る。

第1列 は月 と太 陽 の合 の 中 間 日 を しめすか ら,わ れ われ は 第3列 が 月 と太 陽 の

各 月 の経 度 を あ た えてい る とい うこ とがで きる。そ こで,第2列 は太 陽 の各 月

の進 度,し たが って そ の速 度 を しめ す こ とにな る。か くして,こ の天 体 暦 は線

形 ジ グザ グ関 数 に よって各年 での太 陽速度 の変化 をあ らわす表 で ある とい うこ

とに なる。 しか し,こ の表 は単 に観 測 の 結 果 か らの みえ られ るわけで はない。

ここにあ らわれ る数値18,0,0は 各 行 で 加 え られ た り引 か れ た りす るので,計 算
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の必要上通常単純 な数が選ばれている。最大値Mや 最小値 について も計算上の

配慮が加えられていることか らして,こ の天体暦が年数 と対応する月数 といっ

た観測データのみに依存 しているわけではないことが結論 されるが,そ の作成

過程についてはまった く不明である。ただ言 えることは,実 際の計算 と新月や

蝕 その他の予知にみごとに適合す る天体暦が存在 している とい う事実である。

これまで述べ た天体暦 は太陽速度の変化がジグザグ関数 にしたが うという前

提にたっていたが,こ の ようなシステムをシステムBと よび,も うひとつ よ り

単純で,そ れゆえ,よ り古い と思われるつ ぎのシステムAも 存在する。 これは

太陽速度が黄道上の弧 において一定であるという前提 にたっている。いま,太

陽が乙女座の130か ら魚座の27。までの194。を各平均朔望月 に30。動 き,さ らに,

魚座27。か ら乙女座13。まで残 りの166。は各月 に28;7,30。動 く,と いう表が存在

している。 これ を太陽の速度 を縦軸 にとって グラフで表示すれば,あ きらかに,

階段状 に表現 される。さて,太 陽の通過角度 を速度で割 って,そ の和 をとる:

194166

28;7v30+30--5;54,8+6;28=12;22,8

この数値 はシステムBで 求めた1太 陽年 に対す る朔望 月の月数 にほぼ等 しい

(中山38)。

これ ら二つの方法 は天体暦が保存 されてい る前250年 か ら前50年 の全時期 に

かけて同時に用いられていた。システムBが まさっているにもかかわらず,両

者が共存 していた事実 は解釈 に困難で,こ れ らの資料がバ ビロニアで もウルク

で も発見 されているのを見 ると 「学派」 による差違 とも言えないのである。

この ような予知の方法 としての天体暦(ephemeris)は 「位置推算暦」 とい

う訳語があたえられているが,月 蝕の予知についてはひじょうに満足すべ き結

果がえられていた。 しか し,日 蝕については太陽の影の頂点が達する位置につ

いて知 る必要があるが,そ れには太陽 と月の地球か らの距離 とそれ らの相対的

サイズについての知識が要求 される。バ ビロニアの文献にはこれ らについての

言及はまった くない ところを見 ると,バ ビロニアでは 日蝕の可能性 の有無以上
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の ことは,そ の最後期 の前300年 か ら0年 にいたって も,語 ることはで きなか

った と思われる。

バ ビロニア天文学について,最 後に,惑 星理論の概要 を考察することにしよ

う。バ ビロニァのひとび とは,太 陽や月の場合 とおな じく,も っぱら,惑 星の

隠顕,と くにその見え始め と見え終わ りの時期 に関心 を抱いた。 ところで,そ

れ らについて述べ るには,ま ず,現 代的な見地 も交えて惑星の運動の概略を見

てお く必要がある。惑星 にはその軌道が地球か ら見て太陽よ り近いか,遠 いか

によって,内 惑星,つ まり,水 星,金 星 と,外 惑星,す なわち,火 星,木 星,

土星の区別がある。内惑星の場合 は,地 球 を中心 とす る軌道を動 くほかに,現

代的にいえば,太 陽 を回る軌道上を動 く。惑星は太陽に近す ぎる とその光のた

めに見えな くなるから,あ る程度の隔た り,つ まり,離 隔がなければならない。

しか し,地 球,惑 星,太 陽の順 か,そ れ とも,地 球,太 陽,惑 星の順でならぶ,

いわゆる,内 合 もしくは外合の周辺では十分な離隔が とれない。それゆえ,二

つの合に近い時期では姿 を隠 していたのちに,惑 星 はふたたび姿 をあ らわす こ

とになるが,内 合 に近い期 間は外合 に近い期 間に比べて,地 球によ り近い関係

で角度が小 さ く,し たがって,短 い。惑星の運動速度 は太陽 よりもはるかに遅

いか ら,こ の短い方の期 間を過 ぎて惑星があらわれるときは 「明けの星」であ

り,よ り長い期間隠れたのちにあ らわれるときは 「宵の星」である。

さらに,惑 星運動の特徴 として古代か ら知 られていたのは,惑 星が太陽 と同

方向に進 んで見 える 「順行」 と,逆 方向に進んで見 える 「逆行」の2方 向の現

象で,さ らに,こ の方向 を変 えるときに0時 停止 して見える 「留」 という現象

も生ずるということである。 これは惑星が太陽を回る軌道上で どの位置 にある

かによって,地 球上か らは太陽の運動方向か,そ の逆方向に運動 していると見

えるか らである。そこで,内 惑星の場合 は,順 行 と逆行が,そ れぞれ,不 可視

期 間をはさんで中断す ることになる。 ところで,外 惑星の運動 はより複雑であ

るが,そ の太陽を回る軌道 は太陽か ら見て地球の外側 を通 り,し たが って,太

陽,地 球,惑 星の順でな らぶ衝の ときには惑星が見えな くなることはない。一

方,地 球,太 陽,惑 星の順でならぶ外合近 くの場合 には見 えな くなる。そ して,
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逆行はこの衝の ときの近 くでお きるか ら,逆 行運動 はつねに観察で きるが,順

行 は合の近 くでは見えな くなる。そ して,順 行が逆行 にかわるときには 「第1

の留」,逆 行が順行 にかわるときときには 「第2の 留」が生ずる。

さて,古 代バ ビロニア人が もっぱら予言 しようと思 ったのは惑星の見えか く

れである点では月の場合 とおな じであるが,予 言する事象は太陰暦で 日付が決

定 されなければな らない。た とえば,あ る惑星が姿 を消 して100日 後にふたた

びあ らわれるとする と,そ の 日付 をきめるのには,そ のあいだの3カ 月 をあた

えなければならないが,そ の1月 はすべて29日 とすべ きか,あ るいは,30日 と

すべ きか,そ れ とも,そ れ らの混合 とすべ きなのだろうか。 この問題は29日 か

それ とも30日 か を決定 して くれる月の天体暦 によって正確 にこたえられるが,

惑星現象はきわめてゆっ くりと変化する。木星や火星の場合 には60年 以上かか

り,そ れには数十年 にわたる月の天体暦が要求 される。 しか も,実 際の計算 に

は一様 な時間の尺度が必要である。そこで,バ ビロニアでは,現 在1太 陰 日と

よばれている平均朔望月の130が用い られた。

惑星の天体暦 を構成す る手法は月の場合 と原則 として同様であ り,シ ステム

A,Bが 存在す ることも同様である。いま,例 を内惑星の水星にとろう。それ

が時点toに 明けの星 としてはじめて黄道上の経度 λoに 見えるようになった

とき,こ れを太陰 日を単位 とする時間tを 横軸,黄 道上の経度 を縦軸 とするグ

ラフ上に点roと してあ らわす とす る。 もしも水星 と太陽の速度が一定で,こ

の運動が赤道上 におちた とすれば,こ れ らの点r1,r2,r3… …はグラフ上

で太陽か らの一定距離 をた もち,た がいに等距離の点 として表示 されることに

なるであろうが,こ のような条件 はみたされない。そ こで,こ れ らのro,r1,

r2,r3,… は周期的な不規則性 を しめす。 この変化 に対 してそれ を階段状の

関数 として表示す るか,あ るいは,ジ グザグ関数 として表示す るか二つの方法,

つ まり,シ ステムA,Bが 用いられる。水星の例でこの階段状の表示を用いる

と,獅 子座1,山 羊座16,双 子座0で この不規則性が階段状 にあ らわれる。最

初の二つの位 置のあいだでは水星の速度 は1;460で あるので,roに 獅子座17

の値 をあたえると,rxは 獅子座0;17+1;46ニ2;3=射 手座0;3と なる。 しか し,
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この両点 は,ま だ,お な じ速度の区間に属 している。さらに,こ れに1;46。を

くわえると,射 手座の1;49,そ れゆえ,魚 座の19と なって,不 規則点山羊座の

16を こえるこ とになるが,こ の第2の 区間では速度 は2;21;20。であって,そ れ

以前 より3増 加する。魚座 と山羊座の間隔は60。であ るか ら,山 羊座の16と 魚

座の19の 両点の差 は1;3。,し たが って,そ れ に速度の%の 増加分,つ まり,

21。を くわえると,結 果 は魚座 の40。,す なわち,牡 羊座 の10。となるから,r1

は牡羊座の10。となる。 このよケに して,逐 次,rの 諸点が決定 されるが,宵

の星 としての最初の出現時点 を決定するの もまった く同様 にしてお こなわれる。

さらに,月 の天体暦の場合に太陽年を朔望月を単位 として もとめたように,各

惑星の会合周期 を計算することも可能である。

この ように見て くると,バ ビロニアの数理天文学はその初期か らセ レウコス

期の最終的な発展段階にいたるまで,一 貫 して算術 的な手法,階 段 もしくはジ

グザグ関数 という等差級数 による手法 を用いて将来の天文現象,諸 天体の位置,

合,衝,蝕 な どを予言することを目標 としていて,そ こには天体軌道の幾何学

的モデルを構成 しようとする試みはまった く見 られない。これはまたrこ れ ら

の天文現象の出現する理由を問 うことはまった く試み られていなかったことを

意味す るとい ってよい。バ ビロニア人は天文現象の観察データを以後の計算の

便宜 を適宜配慮 しなが ら天体暦にまとめあげ,そ れによって将来の現象の位置

の推算へ と向か ったのである。将来の現象 を予測す るため にもっぱ ら過去 の

データを使用するこの徹底 した 〈未来指向性〉 は,は なはだ注 目を引 く事実で

ある。

すでにふれたが,バ ビロニア天文学の発展過程 はまった くといえるほど不明

である。以上の記述 はウルクとバ ビロンで発見 された粘土板資料 にもとついて

いるが,バ ビロンの資料はほとんどコロフォンの記載がないため,そ の由来に

ついて知ることがで きない。 しか し,ウ ルク出土の資料についてはその コロフ

ォンか ら多少の情報 をうることがで きる。その通常 の記載はつ ぎの ような形式

を踏む。「Bの 息子,Cの 息子,Mの 子孫たるAの 粘土板;Sの 息子,Tの 息

子,Nの 子孫たるRの 手 になる。ウルク,m月,d日,(セ レウコス期の)y
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年,王Xの 治 世 」 さ らに,多 くの 粘 土 板 に は 「神 々AnuとAntuに した が い,

願 わ くば首尾 よ く運 ば ん こ と を!」 とい う前 書 きが あ る。

この コ ロ フ ォンの研究 に よれば書記 には二つ の家系 が あ り,ひ とつ は 「ウル

ク 出 身,Enuma-Anu-Emilの 書 記,Resh神 殿 のAnuとAntuのmashmash神

官Ekur-zakir」 の 名 を祖 先 と して あ げ,も う ひ とつ は お な じ よ う な 称 号 の

「Sin-leqe-unnini」 を祖 先 とす る 旨 記 され て い る。 この よ うな記 述 だ けか らで

はこれ らの家族 が実在 した ものか,単 な る学 派 の名 称 なの か,ま た,こ れ らの

書 記 が 天 文 計 算 に従 事 したのか どうか など,い っ さい不 明 で あ る。 しか し,こ

れ らの粘 土 板 が神 官 に属 す る専 門的書記 に よって記 され た ことは確 か だ と言 え

るで あろ う。それ ゆえ,少 な くと も,天 文 学 の重 要 な 一部 が 祭 祀 に したが うひ

とび との手 にゆだね られてい た と想像す るこ とは許 され るで あろ う し,こ の種

の知 識 が 世 俗 的 とい う よ りは,宗 教 的制 度 に密 接 に関連 して い た と結 論 して も

不 当 とは言 えない と思 われ る。 この点 に天文学 にか ぎられぬバ ビロニ ア文化 の

一つ の性格 を見 る ことがで きるのであ る
。

バ ビロニ アにお いて は天体 は神 に結 びつい ていたか ら,位 置 推 算 暦 に も とつ

く予 言 は王 お よび王朝 の将来 につ いての比較 的短期 的 な予言 を権威 づ ける もの

となった。 この種 の試 み は天変 占星術(judicialastrology)と よ ば れ,前4世

紀 に現 れ る誕 生 占 い(horoscope)と 区 別 され るが,こ の 二 つ の 占 星術 は い ず

れ もバ ビ ロニ ア起源 であ って,従 来,し ば しば,主 張 され て きた エ ジ プ ト起 源

説 は現 在 で は根拠 に乏 しい と見 な されて いる(Barton20-30)。

3医 療

天文学 とならんでメソポタミアで注 目される知識の分野 は医療であった。前

2000年 ごろのユーフラテス中流域の都市マ リの古文書 には子 どもの耳の病気の

治療 に医者の派遣 を要求する手紙があるところを見ると,こ のころすでに専門

医が存在 していたようである。また,前18世 紀のハ ンムラビ法典には,手 足の

骨折や角膜白斑の手術 をおこなう医者 の報酬や手術 に失敗 した ときの罰則の記

述がある(ピ ショ137-8)。
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古代の ひとびとにとって病気が神や悪霊に関係 し,祈 りや呪術 などに結びつ

いていたであろうことは,現 代の さまざまな事例か ら見て も容易 に想像がつ く。

前7世 紀のニネヴェの遺跡か ら発掘 された40枚 の粘土板に記されたアッカ ド語

の文書は,よ り古い文書の写 しの医療の概論的記述であるが,そ の2枚 は 「悪

魔払 い」 に関するものである。 しか し,残 りの部分は,イ シュタル(金 星 と見

なされる女神)や シン(月 の神)の 名が見 られるにせ よ,か な り客観的に症状

が記述 されている。たとえば,「 もし背柱 をまっす ぐにすることがで きず に曲

が っていれば,理 性が失われな くて も,い つか死ぬだろう」 とか,「 もし病気

であるのにその体が ひじょうに冷たければ,そ の病気 は長引 き死ぬだろう」な

どとある。また,ほ かの文書 には,は るかに現象その ものに即 しているつ ぎの

ような記述 も見 られる:も し体が黄色で,顔 も黄色 くs目 も黄色 く,肌 がたる

んでいれば,そ れは黄疸である。 これ とともに,さ まざまな治療法 を記 した文

書 もある。前1000年 ごろの粘土板 は頭痛や耳の病のための本草学的な治療法が

述べ られている し,前7世 紀の粘土板 にも水薬,軟 膏,座 薬,吸 入,湿 布,洗

腸などの多様 な投薬法が記 されている(ピ シ ョ145-50)。

しか しなが ら,こ れ らの文書に共通 に見 られる特徴 は,症 状 と予後の記述の

みが述べ られていて病因に関す る記述 はまった く見 られない点である。その例

はすべての医療の文書 だと言 ってよいが,あ えて二 ・三の例 をあげ よう。すで

に引用 したア ッカ ド語の概論 によれば

もし病気の始 まりに,(病 人が)多 量の発汗 と唾液の分泌(を 示 し),汗 をか く

時に,こ の脚か らの汗が くるぶ しや足 の下 に達 しなければ,こ の病人 は2～3

日疾患で苦 しみ,そ れから治 るだろう(ピ シ ョ144)。

前1000年 代 はじめのア ッシリアの粘土板では

ず きず きす る頭 の痛 み を鎮 め るため には,汝 は もみ,ミ ル ト,ば ら,ご まの 粘

液,普 通 の オ オ ウ イ キ ョウ をふ す ま に混ぜ,混 ぜ られ た ビ ー ル か普 通 の ビ ー ル
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の なかで溶 き,そ れ で頭 を湿 布 す る(ピ シ ョ147-8)。

最 後 に,前7世 紀 の ア ッシ リア の粘 土 板 か ら。

もしある人の胃が燃えるようであ り,飲 み物 も食べ物 も受け入れ られなければ,

ギ ョリュウの種子を挽 き,密 と溶けたチーズに混ぜ,病 人にそれを食べ させれ

ば,彼 は治るだろう(ピ シ ョ148)。

病因の追求がなされない以上,こ れらの処方はまさに対症療法の域 を出ていな

いのである。

この時代のひとびとがはた してどの程度人体の解剖学的知識 をもっていたか

はあきらかでないが,そ の重要な占いの手段であった生け賛にされた諸動物の

内蔵の観察か らある種の知識 を獲得 していたであろうことは粘土製の肝臓の模

型が残 っていることか らも推察で きる。内蔵のうちでは,肝 臓が生命の中枢で

もっとも重要視 され,そ れは心臓 とともに感情の源泉であ り,一 方,心 臓 は思

考 をつかさどり,腎 臓 は肉体的活力の源 と考えられていたようである(ピ シ ョ

151=2)o

4総 括

このように見て くると,ア ッシ リア ・バ ビロニァを中心 とするメソポタミア

の文化 においては,現 代的基準か ら見れば,知 識 は宗教的信仰 と未分化であ り,

もっぱら実際的 ・日常的関心にうらづけられた ものであって,そ の点はi数と結

びついた神秘的思想,天 文観測 と占星術的要求,医 療 と超 自然的現象な どとの

関連 にはっきりと見て とられると言 って よい。これに関連 して指摘 してお く必

要があるのは,メ ソポ タミアにおける政治 ・社会体制の性格である。 ここで論

じたかな り広範でかつ長期にわたる地域の事情 を要約するのは危険 をともなう

が,し か し,メ ソポ タミアの都市が神殿 を中心 に構成 され,王 は神官の長 もし

くは神 またはその委任者 と見なされていた ところの一種の宗教国家であ りつづ
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けたことは否定で きない事実 と思 われる。神官 はその社会階層 における地位で

も貴族 につ ぎ,し か も文化の保持 ・継承 ・発展 を任務 とす る知識階級であった

ことも一般に見 られる特徴である。 このような一般的傾向がその文化において

色濃 く反映 していて も不思議ではない。

さらに,そ の文化 の0般 的特徴 として とくに指摘 しておかなければな らない

のは,ど の知識領域 において も関心は未来指向であって,過 去 の経験 をなんら

かの仕方で将来 に生 かそうとしていることである。人間は元来獲物の多い地域

に繰 りかえし狩猟に出かけ,収 穫iの多い地域 に播種 を繰 りかえすのを自然 な傾

向 としている。当惑 の生ずるのは例外的事象が出現 して,獲 物が突如姿 を消 し,

収穫が減少するいった ときであろう。その とき,人 間は理 由の探索 を意図する

ようになるであろうが,一 般 に 「理由づ け」の方式 は時代 ・文化 ・民族 によっ

て変化す ることを近年の文化人類学的研究はあきらかにした。 ドッズはそのホ

メーロスの分析 の結果においてつ ぎのように述べている。「平常の人間行動 か

らのあ らゆる逸脱は,そ の原因が当人自身の意識 によってにせ よ他人の観察 に

よってにせ よ直接 に確認 されない場合 には,超 自然的な働 きに帰せ られ る。天

候や弓弦 の平常な行動か らの逸脱 も同様であろう」⑯。古代人の うちでは合理

的 と考 えられてきたホメーロスにおいて然 りであって,前6世 紀以前の文化 に

おいてわれわれは現代風 な因果 的説明 を期待すべ きで はない。 また,Lind-

bergの つ ぎの指摘 も傾聴に値 しよう。「読み書 き以前の文化 においては原因を

人格化するだけでな く個別化 して,事 象が生ず るのはそれらがそ うあるべ く欲

せ られたから生 じたのだと想定する傾 向がある」(7)。さらに 「口頭伝承 におい

ては原因を始源 と同一視 し,あ ることを説明するとはその歴史的起源 を同定す

ることであるとい う強い傾向がある」(8)。メソポタミアのひとびとは,あ るい

は,後 に見 るエジプ トのひとびとも,こ のような傾向を脱却 してはいなかった。

それには長い年月 を必要 としたのである。彼 らは位置推算暦によって天文現象

の予言 を達成 し,天 体の位置か ら 「占い」のかたちで将来 の出来事 を予想 し,

身体の状態か ら 「呪い」のかたちで将来の状態 を制御 しようとした。彼 らはこ

れ らの予言 ・予想の手段 を案 出し,過 去の経験にもとついて将来の行動 を決定
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したが,過 去の出来事の出現 の理由を探索 し,説 明するに際 しては神 としての

星,病 因 としての悪霊 にうったえることで満足 した。彼 らは説明の問題におい

ては現象の歴史的経過 をた どることに専心 し,最 終的には神の業 といった超 自

然的な原因にうったえた。彼 らにとって説明 とはその ような神話的な物語 によ

る経過の叙述 にほかな らず,宇 宙や世界の始源の問題について彼 らの試みたの

も神話的な叙述であった。バ ビロニアのある神話 は世界の起源 を水の神エ ンキ

と大地の女神ニ ンフルサーグの性的な交 わ りに帰 している。 この水 と土 との交

わ りから植物の女神ニ ンサールが生 まれ,エ ンキはその娘,さ らにその孫娘 と

交わ りを重ねて さまざまな植物 を生む(Lindberg9)。 後に見 るようにエジプ

トにおいて もギ リシアにおいて も同工異 曲の創造神話に出会 うが,こ れ らはわ

れわれの考 える以上 に当時のひとび とには説得力 をもつ説明 として受け取 られ

ていた と思 われる。病因について も基本的な説 明パ ターンは 「悪霊の とりつ

き」であ り,治 癒 とは,結 局の ところ,そ の悪霊 を祓 うことにほかならなかっ

た。彼 らは現象が何 に起因す るかを考察す るよ りは,む しろ,現 実の事例 を収

集 し,そ れにもとついて未来 を推 し量るという人間に自然にそなわった推理方

法に身をゆだねて,も しもその推量の根拠 を問題 にするケースに遭遇す るとす

れば,地 上に影響 をお よぼす星 とい う神,悪 霊 を退治 して くれる神 を引 き合い

に出すのがその説明の手法なのであった。天体現象のようにきわめて規則的な

事象についてさえも,そ の規則性そのものがそれ 自体 として明瞭に意識 されて

いた保証 はない。現 に規則的に天体が運行 しているという事実にもとついて,

自然 に将来 を推量するだけで彼 らには十分であったのである。メソポタミアの

古代文化 の特徴 を要約 的に表現すれば,〈 神あ るいは超 自然的存在 を媒介 とす

る未来指向の文化〉 と言いうると思われる。
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